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研究成果の概要（和文）：グローバル化の下における多様なポピュラー音楽のローカルアイデン

ティティには、日米ともに、地域密着型の「情熱家」の存在が重要な役割を果たしていること

が明らかとなった。情熱家とは、何らかのポピュラー音楽を地域等に導入し、根づかせ、地域

独自のものへと変質させる為に、積極的な活動を行い、そうした活動が地域内の他者にも認知

され、承認された人である。また、グローバル化を支えたシステム、すなわちメディアの存在

が、局地的な地域の文脈でも重要なことが明らかとなった。 
 
研究成果の概要（英文）：Through our research, it has become clear that the role of 
“enthusiasts” is substantially important for the local identities of various forms of popular 
music under the process of globalization. Enthusiasts are those people who are 
acknowledged and accepted by other members of the local community as being active in 
introducing, establishing, and localizing a certain kind of music into their community.  In 
addition, the role of the media, which has been a major infrastructure for globalization, is 
also shown to be indispensable in the local context. 
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１．研究開始当初の背景 
(1) ポピュラー文化、とりわけポピュラー音
楽というと、英語圏のポピュラー音楽がグロ
ーバルスタンダードとして一般には認識さ
れていると言っても過言ではないだろう。た
しかに、マスメディアにのって流行する音楽、
あるいはヒットという名の下に世界各国、各
地域に大量に流通する音楽という側面から

とらえれば、ポピュラー音楽とはアメリカ発
の世界的ヒットとなる音楽を指し示す。しか
し、米国発のポピュラー音楽の受容のされ方
は国や地域によって異なり、さらには各国、
各地域独自のポピュラー音楽が存在してい
る事実を我々は知っている。世界的ヒットと
結びつくポピュラー音楽がグローバルスタ
ンダードならば、各国、各地域独自のポピュ
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ラー音楽は「ローカルアイデンティティ」を
有する。 
 
 
(2) 以上のような現状認識に基づき、研究代
表者（東谷護）ならびに研究分担者（大山昌
彦・木本玲一・安田昌弘・山田晴通）らは、
1990 年代半ばより日本ポピュラー音楽学会
に会員として参画し、議論を常に共有してき
た。 
こうした議論の成果として、東谷護・編著『ポ
ピュラー音楽へのまなざし－売る・読む・楽
しむ』（勁草書房、2003 年）、三井徹監修（大
山昌彦編著）『ポピュラー音楽とアカデミズ
ム』（音楽之友社、2005 年）、東谷護・編著
『拡散する音楽文化をどうとらえるか』（勁
草書房、2008 年）といった、日本でのポピ
ュラー音楽研究の論考集の編纂、並びに書籍、
論文を世に問うてきた。各自の研究としても、
東谷護、安田昌弘、木本玲一は博士論文とし
て成果をあげ、これらは、東谷護『進駐軍ク
ラブから歌謡曲へ－戦後日本ポピュラー音
楽の黎明期』（みすず書房、2005 年）、木本
玲一『グローバリゼーションと音楽文化－日
本のラップ・ミュージック』（勁草書房、2009
年）として刊行してきた。また、安田昌弘は
英国留学の成果として博士号取得以外に、安
田昌弘・訳『ポピュラー音楽理論入門』（Negus, 
Keith 著、水声社、2004 年）、安田昌弘・訳
『ポピュラー音楽をつくる-ミュージシャン、
創造性、制度』（Toynbee, Jason みすず書房、
2004 年）を刊行し、ポピュラー音楽研究の
海外の最新理論や研究動向を翻訳という形
で日本に紹介してきた。 
 
 
(3) 上記の通り、研究代表者、並びに研究分
担者は、日本でのポピュラー音楽研究におい
て、相応の研究成果を発信してきたと言えよ
う。しかしながら同時に限界も明らかとなっ
た。議論の共有はできていても、課題解決を
個々人のレベルに任せ、共同研究でこそ研究
成果が期待できる「大きな問題系」の解決に
はポピュラー音楽に関わる研究においては、
日本では残念ながらまだ何もなされていな
い。 
 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究は、アメリカ発のポピュラー音楽
が「グローバルスタンダード」として日本国
内で受容・消費された結果、日本独自の「ロ
ーカルアイデンティティ」を有した地域とオ
リジナルと称される米国の特定地域との比
較研究を通して、ポピュラー音楽文化を中心
としたグローバルとローカルの相克、ポピュ
ラー音楽、ひいてはポピュラー文化と地域性

との相関関係を明らかにすることを目的と
するものである。なお、本研究は、インタビ
ュー調査を含めた実証研究であると同時に、
ポピュラー文化におけるグローバルとロー
カルをめぐる理論構築を目指す基礎研究で
もある。 
 
 
(2) ポピュラー音楽文化が、ローカルアイデ
ンティティを有するとは、「ある特定地域に
は、特定の音楽と結びつく」ということであ
る。具体的には、「パリとアコーディオン」、
「リバプールとマージービート」、「福岡とラ
イブハウス」というように特定地域と特定の
音楽ジャンル、あるいは音楽に関わることが
結びつけられて語られることである。だが、
これらの結びつきは、概して、音楽雑誌やテ
レビ番組で、トピック的にとりあげられたも
のであり、確たる実証性は乏しいものも含ま
れる。また、話題だけが一人歩きしてしまい、
どのように独自の音楽文化が生み出され、
人々に享受されているかが明確でない。 
 
 
(3) 国外の先行する研究に目を向ければ、イ
ギリスのミルトーンキーンズの音楽文化を
民族誌として著した、Finnegan, Ruth.  The 
Hidden Musicians: Music-Making in an 
English Town,(1989)、や同じく英国のリバ
プールの民族誌を著した、Cohen, Sara. Rock 
Culture in Liverpool: Popular Music in the 
Making,(1991)が、国内では茨城県のある地
域を調査対象地として論考を著した、大山昌
彦「ダンシング・イン・ザ・ストリート－茨
城県Ａ市におけるロックンロールと若者サ
ブカルチャー」『社会人類学年報』（1998 年）
があげられる。 
 
 
(4) このように、学術的先行研究として実証
的研究は数少ない。本プロジェクトは、ポピ
ュラー音楽を研究対象とした先行研究の弱
さの一つである、実証性の乏しさ、歴史的視
点の欠如、印象批評まがいの論考と一線を画
すために、インタビュー調査を含む実証研究
を核とする。 
 
 
(5) だが、本研究の学術的な特色や独創的な
点は、実証性だけにあるのではない。また、
ポピュラー音楽にまつわる言説やイメージ
と実証研究によって導かれたズレや差違／
差異がみとめられるだけなのでもない。ロー
カルアイデンティティの存在がグローバル
化していくときに、どのようなものが強調さ
れ、どのようなものが削ぎ落とされていくの
か、ということが明らかになることによって、



ポピュラー音楽、ひいてはポピュラー文化と
地域性との相関関係、現代文化を考究するう
えでの、大きな社会・文化的潮流の変革やパ
ラダイム・シフトをも示唆するものであり、
その意味で、学界のみならず広く社会一般へ
の貢献を目指すものである。 
 
 
３．研究の方法 
(1) 本研究は、米国発のポピュラー音楽が
「グローバルスタンダード」として日本国内
で受容・消費され、独自の「ローカルアイデ
ンティティ」を有した地域とオリジナルと称
される米国の特定地域との比較研究を通し
て、ポピュラー音楽と地域性との相関関係を
明らかにすることを目的とするものである。
この目的を達成すべく、研究代表者、並びに
研究分担者は、各自がこれまでに研究を進め
てきたポピュラー音楽のジャンルと関係性
の深い地域でのインタビューを含む現地調
査を行うこととした。すなわち、ポピュラー
音楽のジャンルで分類すると、東谷はフォー
クソング、大山はロックンロール、木本はヒ
ップホップ、安田はブルース、そして山田は
ジャズを担当することとした。 
 
 
(2) 上記の個別研究調査と並んで、現地で
の共同調査、共同討議を継続的に行い、これ
らを効果的に行う一助として、本研究課題に
対する個別研究調査の中間報告と全体討議
を研究会形式（非公開）で行った。ここでは、
各自の問題点と今後の課題、並びに共同研究
の目指すポピュラー音楽にみるローカルア
イデンティティの理論構築についての問題
点と今後の課題を議論し、日本ポピュラー音
楽学会の年次大会において、ワークショップ
を企画し、研究代表者、並びに研究分担者全
員が参加し、問題提起者、指名討論者、司会
を分担した。このような研究の中間発表と議
論を広く公開することによって、多くの質問
やコメントをいただき、自分たちの研究にフ
ィードバックさせた。 
 
 
(3) 研究対象のジャンルとそれぞれの主た
る研究調査対象地は以下の通りである。 
 

  ジャンル 日本 米国 

フォークソング 中津川 Beacon, NY 
ロックンロール 水戸 Memphis 
ヒップホップ 渋谷 New York City 
ブルース 京都 Chicago 
ジャズ 横浜 New Orleans 
 
４．研究成果 
(1)  当初、設定した「あるポピュラー音楽

には、特定の地域性が表象される」という仮
説に無理があることが確認された。先述した
ように、特定ジャンルと「場所」が結びつけ
て語られる際には、確たる実証性が乏しいも
のがあることを本研究の計画段階で認識し
ていたが、実証そのものが難しいことが明ら
かになった。 
 
 
(2) この研究成果は、ポピュラー音楽のジ
ャンルと土地の結びつきを分析する限界が
みえたことに他ならない。しかしながら、あ
る地域やある場所特有の音楽文化は存在す
る事実を我々は知っている。しかも、ローカ
ルアインデンティティを強く持つポピュラ
ー音楽文化が存在するのである。 
 
 
(3) 本プロジェクトの用いたインタビュー
を含む実証研究によって、ポピュラー音楽の
グローバル化の下でのローカルアイデンテ
ィティには、日米ともに「情熱家」の存在が
重要な役割を果たしていることが明らかと
なった。情熱家とは、何らかのポピュラー音
楽を地域等に根づかせるために、積極的な活
動を行い、そうした活動が地域で認められ他
者にも共有されるに至った人のことである。
「情熱家」には地域での文化実践との接合を
指向する地域アイデンティティ主導型の情
熱家と、あくまでも音楽そのものを中心に据
える音楽アイデンティティ主導型の情熱家
に大別できることが明らかとなった。また、
ポピュラー音楽のグローバル化を支えたシ
ステム、すなわちメディアの存在も大きいこ
とが明らかとなった。 
 
 
(4) 今後は、本研究の成果をふまえ、経験
的、実証的研究を中心に、多角的な分析軸の
導入とインターネットを代表するマルチメ
ディアの登場によって、中央から地域へとい
う一方向的なグローバル化ではなく、逆方向
も可能にした、双方向的なグローバル化を視
野にいれたポピュラー音楽にみるローカル
アイデンティティの総合的な研究を進めた
い。 
 
 
(5) 以下に、各年度の研究調査対象地を記
しておきたい。 
 
〇フィールド対象地 
2010 年度 

  日本：水戸（茨城県）、東京（東京都）、 
京都（京都府）、中津川（岐阜県） 

  ＵＳ：Minneapolis, MN.  St. Paul, MN. 
Hibbing, MN. Chicago, IL. 



          Memphis, TN. Montgomery, AL. 
New Orleans, LA. Tupelo, MS. 

          Nashville, TN. Murfreesboro, 
TN.  Washington, D.C. 
New York City, NY. 

 
2011 年度 

  日本：水戸（茨城県）、京都（京都府）、
中津川（岐阜県）、福生（東京都） 

   ＵＳ：Boston, MA. Chicago, IL. 
          Washington, D.C.  

New York City, NY. 
 

2012 年度 
  日本：水戸（茨城県）、京都（京都府）、

中津川（岐阜県）、郡山（福島県） 
     福岡（福岡県） 
  ＵＳ：New Orleans, LA. Memphis, TN. 

Chicago, IL. Boston, MA. 
Beacon, NY. Newburgh, NY. 
New York City, NY. 

 
〇米国訪問大学（研究者との情報交換等、米
国訪問図書館との重複は除く） 

MIT(Massachusetts Institute of 
 Technology), MA. 

 
〇米国訪問図書館（研究者、図書館司書との
情報交換等、研究課題に有益なものに限る） 
 1. Bob Dylan Collection, Hibbing Public 

Library, MN. 
2. Chicago Jazz Archive, University of 

Chicago Library, IL. 
  3. Center for Black Music Research, 

Columbia College Chicago, IL. 
 4. The Center for Popular Music, Middle 

Tennessee State University, TN. 
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ているか－文化のグローバル化とせめぎあ
う空間性」,『京都精華大学紀要』41,pp.4-26,
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⑧大山昌彦「歩行者天国のゆくえ—グローバ
リゼーション下における都市再開発にとも
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集』，130，pp.155-187，[査読有]，2011 年． 
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